
Title 代理権濫用における本人保護の法的構造（三・完） :
ドイツ法の展開を手がかりに

Author(s) 横渕, 将章

Citation 阪大法学. 2012, 61(6), p. 167-186

Version Type VoR

URL https://doi.org/10.18910/54729

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



(阪大法学) 61 (6 167) 1431 [2012.3]

代
理
権
濫
用
に
お
け
る
本
人
保
護
の
法
的
構
造
（
三
・
完
）

ド
イ
ツ
法
の
展
開
を
手
が
か
り
に

溝

渕

将

章

第
一
章

序
論

第
二
章

ド
イ
ツ
に
お
け
る
代
理
権
濫
用
法
理

第
一
節

代
理
人
の
内
部
的
義
務
と
代
理
権
濫
用
法
理

第
二
節

｢

悪
意
の
抗
弁
」
構
成
に
よ
る
本
人
保
護

一

判
例
通
説
の
確
立

１

帝
国
裁
判
所
の
判
例
（
以
上
、
六
一
巻
二
号
）

２

戦
前
の
学
説

３

小
括

二

判
例
通
説
の
変
容

第
三
節

例
外
的
無
権
代
理
構
成
と
近
時
の
信
義
則
説

一

例
外
的
無
権
代
理
構
成

二

近
時
の
信
義
則
説
（
以
上
、
六
一
巻
五
号
）

三

連
邦
通
常
裁
判
所
の
判
例



(阪大法学) 61 (6 168) 1432 [2012.3]

三

連
邦
通
常
裁
判
所
の
判
例

連
邦
通
常
裁
判
所
は
従
来
、
本
人
に
悪
意
の
抗
弁
（
許
さ
れ
ざ
る
権
利
行
使
の
抗
弁
）
を
与
え
て
代
理
権
濫
用
行
為
か
ら
本
人
を
保

護
し
、
ま
た
、
本
人
保
護
の
可
否
は
当
該
事
案
に
お
け
る
諸
事
情
を
総
合
的
に
考
慮
し
て
判
断
す
べ
き
と
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、

フ
ル
ー
メ
以
降
の
例
外
的
無
権
代
理
構
成
に
影
響
を
受
け
た
と
推
測
さ
れ
る
判
断
が
、
と
く
に
八
〇
年
代
後
半
頃
か
ら
、
連
邦
通
常
裁

判
所
の
判
決
に
現
れ
る
よ
う
に
な
る
。

【
９
】
連
邦
通
常
裁
判
所
一
九
八
八
年
五
月
一
八
日
判
決

(

�)

[

事
案]被

告
Ｙ
は
、
自
己
の
所
有
す
る
家
屋
売
却
の
た
め
、
訴
外
Ａ
に
不
動
産
取
引
に
関
す
る
任
意
代
理
権
を
付
与
し
た
。
Ａ
は
訴
外
Ｂ
と

の
間
で
Ｂ
を
仲
立
人
と
す
る
契
約
を
締
結
し
た
。
当
該
契
約
に
基
づ
く
仲
立
報
酬
請
求
権
を
Ｂ
か
ら
譲
渡
さ
れ
た
原
告
Ｘ
が
Ｙ
に
仲
立

報
酬
お
よ
び
利
息
の
支
払
を
請
求
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
Ｙ
は
、
Ａ
が
自
分
と
人
的
、
経
済
的
に
関
係
の
深
い
Ｂ
と
共
謀
し
、
代
理
権

を
濫
用
し
て
本
件
仲
立
契
約
を
締
結
し
た
の
だ
と
抗
弁
し
た
。
第
一
審
、
原
審
と
も
に
代
理
権
濫
用
の
事
実
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て

Ｘ
の
請
求
を
認
容
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
Ｙ
が
上
告
し
た
。

論 説

四

小
括

第
三
章

日
本
法
へ
の
示
唆

第
四
章

結
語
（
以
上
、
本
号
）
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[

判
旨]

破
棄
差
戻
し
。

連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
本
件
契
約
で
約
定
さ
れ
た
仲
立
報
酬
が
異
常
に
高
額
で
あ
っ
た
点
を
原
審
は
考
慮
し
て
い
な
い
と
し
て
、
代

理
権
濫
用
の
事
実
を
再
審
理
さ
せ
る
た
め
に
原
判
決
を
破
棄
し
た
。
し
か
し
、
本
件
で
は
代
理
権
濫
用
が
Ａ
の
故
意
に
基
づ
く
も
の
で

あ
る
こ
と
を
、
Ｙ
は
立
証
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
点
を
考
慮
し
て
連
邦
通
常
裁
判
所
は
次
の
よ
う
に
付
け
足
す
。
す
な
わ
ち
、
代
理

人
に
よ
る
権
限
濫
用
が
そ
の
故
意
に
基
づ
か
な
い
場
合
に
も
、
任
意
代
理
権
濫
用
に
関
す
る
法
理
が
適
用
さ
れ
る
。
取
引
の
相
手
方
が

代
理
人
に
よ
る
内
部
義
務
違
反
を
認
識
し
た
、
ま
た
は
内
部
義
務
違
反
の
事
実
が
取
引
の
相
手
方
に
も
直
ち
に
分
か
っ
た
は
ず
だ
と
い

う
場
合
、「
取
引
の
相
手
方
は
代
理
権
の
存
在
に
対
す
る
信
頼
に
つ
い
て
保
護
に
値
し
な
い
。
権
限
濫
用
に
つ
い
て
代
理
人
自
身
の
故

意
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
は
、
こ
の
よ
う
な
判
断
に
影
響
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い｣

。

[

検
討]本

件
は
、
代
理
人
が
過
失
で
注
意
義
務
に
違
反
し
て
本
人
に
不
利
益
な
行
為
を
し
た
と
い
う
「
代
理
権
の
客
観
的
濫
用
」
に
関
す
る

も
の
で
あ
り
、
日
本
法
で
問
題
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
代
理
人
に
よ
る
意
図
的
な
背
任
行
為
を
め
ぐ
る
事
案
で
は
な
い
。
し
か
し
、

本
判
決
で
注
目
す
べ
き
は
、
連
邦
通
常
裁
判
所
が
代
理
権
濫
用
法
理
を
、
代
理
人
の
故
意
が
欠
け
て
い
る
「
客
観
的
濫
用
」
の
場
合
に

も
適
用
す
べ
き
と
認
め
た
理
由
付
け
で
あ
る
。
判
旨
は
、
代
理
人
に
お
け
る
権
限
濫
用
の
故
意
の
有
無
は
、
代
理
権
の
存
在
に
対
す
る

相
手
方
の
信
頼
が
保
護
に
値
す
る
か
の
判
断
を
左
右
せ
ず
、
代
理
人
に
濫
用
の
故
意
が
な
く
て
も
、
代
理
人
に
よ
る
義
務
違
反
が
相
手

方
に
認
識
可
能
で
あ
る
以
上
は
当
該
代
理
行
為
の
効
力
が
否
定
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
本
判
決
は
代
理
権
濫
用
行
為
に

基
づ
く
履
行
請
求
を
否
定
す
る
実
質
的
根
拠
と
し
て
、
相
手
方
の
保
護
不
要
性
を
強
調
し
て
お
り
、

(

�)

当
事
者
間
の
利
益
衡
量
、
諸
事
情

の
総
合
考
慮
を
重
視
す
る
従
来
の
判
例
法
理
（
判
例
【
７
�、
判
例
【
８
�）
や
こ
れ
を
支
持
す
る
学
説
と
一
線
を
画
す
る
も
の
と
評
価

で
き
る
。

代理権濫用における本人保護の法的構造（三・完）
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【
10
】
連
邦
通
常
裁
判
所
一
九
九
二
年
四
月
二
八
日
判
決

(

�)

[
事
案]訴

外
Ｂ
は
自
ら
の
金
融
の
便
宜
を
図
る
た
め
、
自
己
の
所
有
す
る
土
地
に
土
地
担
保
物
権
（
抵
当
権
ま
た
は
土
地
債
務
）
を
設
定
し
、

譲
渡
す
る
代
理
権
を
息
子
Ａ
に
授
与
し
、
Ａ
は
こ
の
代
理
権
に
基
づ
き
Ｂ
の
土
地
上
に
土
地
債
務
を
設
定
し
た
。
そ
の
後
Ａ
は
、
訴
外

Ｃ
が
被
告
Ｙ
貯
蓄
銀
行
に
対
し
て
負
担
し
て
い
た
金
銭
債
務
を
担
保
す
る
目
的
で
そ
の
土
地
債
務
を
Ｙ
に
譲
渡
し
た
。
そ
こ
で
、
Ｂ
か

ら
請
求
権
を
承
継
し
た
原
告
Ｘ
が
、
本
件
譲
渡
は
Ａ
が
そ
の
代
理
権
を
濫
用
し
て
行
っ
た
も
の
だ
と
主
張
し
、
土
地
債
務
の
返
還
あ
る

い
は
抹
消
の
認
容
を
求
め
て
提
訴
し
た
。
第
一
審
は
Ｘ
の
請
求
を
認
容
し
、
原
審
も
Ｙ
の
控
訴
を
棄
却
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
Ｙ
が
上

告
し
た
。

[

判
旨]

破
棄
自
判
（
請
求
棄
却)
。

①
「
任
意
代
理
権
濫
用
の
危
険
は
原
則
と
し
て
本
人
が
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
対
外
的
に
は
制
限
さ
れ
て
い
な
い
代
理
権
を

限
ら
れ
た
方
法
で
の
み
行
使
す
る
よ
う
代
理
人
が
内
部
関
係
上
拘
束
さ
れ
て
い
る
か
否
か
、
ど
の
程
度
拘
束
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て

調
査
す
べ
き
特
別
の
義
務
を
、
取
引
の
相
手
方
が
一
般
的
に
負
担
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
代
理
人
が
そ
の
代
理
権
を
明

ら
か
に
疑
わ
し
い
形
で
行
使
し
、
そ
れ
ゆ
え
、
本
人
に
対
す
る
代
理
人
の
忠
実
義
務
違
反
が
存
在
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
も
っ
と

も
な
疑
い
が
契
約
の
相
手
方
に
生
じ
て
い
た
は
ず
だ
と
い
う
場
合
、
本
人
は
契
約
の
相
手
方
に
対
す
る
関
係
に
お
い
て
、
認
識
可
能
な

代
理
権
濫
用
か
ら
保
護
さ
れ
る
。
と
り
わ
け
こ
の
こ
と
は
、
当
該
事
案
の
も
と
で
、
契
約
締
結
前
に
本
人
に
問
い
合
わ
せ
を
行
う
必
要

が
あ
る
と
契
約
の
相
手
方
に
も
直
ち
に
分
か
っ
た
は
ず
だ
と
い
う
場
合
に
認
め
ら
れ
る｣

。

②
「
こ
の
よ
う
な
相
当
な
疑
い
の
契
機
を
前
提
と
す
る
濫
用
の
『
客
観
的
明
白
性
』
は
、
控
訴
審
の
判
断
と
異
な
り
、
本
件
事
案
で

は
認
め
ら
れ
な
い｣

。

論 説
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[

検
討]本

判
決
の
特
徴
は
、
フ
ル
ー
メ
が
提
唱
す
る
「
濫
用
の
客
観
的
明
白
性
」
の
基
準
を
、
少
な
く
と
も
表
現
の
う
え
で
採
用
し
て
い
る

点
で
あ
る
。

(

�)

し
か
し
、
本
判
決
は
そ
の
具
体
的
な
意
味
と
し
て
、「
本
人
に
対
す
る
代
理
人
の
忠
実
義
務
違
反
が
存
在
す
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
も
っ
と
も
な
疑
い
が
契
約
の
相
手
方
に
生
じ
て
い
た
は
ず
」
で
あ
る
、「
契
約
締
結
前
に
本
人
に
問
い
合
わ
せ
を
行
う
必

要
が
あ
る
と
契
約
の
相
手
方
に
も
直
ち
に
分
か
っ
た
は
ず
」
で
あ
る
な
ど
、
相
手
方
の
主
観
的
事
情
に
視
点
を
お
い
た
基
準
を
挙
げ
て

お
り
、
こ
れ
ら
は
実
質
的
に
は
相
手
方
の
重
過
失
に
相
当
す
る
。

(

�)

ま
た
、
相
手
方
の
過
失
責
任
と
濫
用
の
客
観
的
明
白
性
の
基
準
と
を

区
別
す
べ
き
と
も
述
べ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
い
う
「
濫
用
の
客
観
的
明
白
性
」
と
は
、
相
手
方
の
重
過
失
を
表
現
の
う

え
で
い
い
換
え
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

(

�)

【
11
】
連
邦
通
常
裁
判
所
一
九
九
九
年
五
月
六
日
判
決

(

�)

[

事
案
﹈

被
告
Ｙ
会
社
は
、
原
告
Ｘ
と
建
築
契
約
を
締
結
し
た
。
そ
の
際
Ｘ
は
Ｙ
の
業
務
執
行
者
Ａ
を
賄
賂
に
よ
っ
て
買
収
し
て
い
た
。
Ｘ
は

Ｙ
に
対
し
て
未
払
の
建
築
報
酬
の
支
払
を
請
求
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
第
一
審
な
ら
び
に
原
審
と
も
に
、
賄
賂
提
供
に
つ
い
て
の
合
意
は

良
俗
に
反
し
、
そ
の
た
め
、
後
続
の
建
築
契
約
も
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
三
八
条
に

(

�)

よ
り
無
効(

n
ich

tig)

に
な
る
と
し
て
Ｘ
の
請
求
を
棄
却
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
Ｘ
が
上
告
し
た
。

[

判
旨]

破
棄
差
戻
し
。

①
賄
賂
提
供
の
合
意
が
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
三
八
条
に
よ
り
無
効
に
な
っ
て
も
、
贈
賄
に
関
連
し
て
締
結
さ
れ
た
後
続
の
建
築
契
約
が
直
ち
に

無
効
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
原
審
の
行
っ
た
事
実
認
定
は
、
建
築
契
約
も
ま
た
良
俗
に
違
反
す
る
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
三
八
条
）
と
の
見
解

代理権濫用における本人保護の法的構造（三・完）
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を
支
持
す
る
も
の
で
な
い
。

②
「
控
訴
審
裁
判
所
に
よ
る
新
た
な
審
理
判
断
に
お
い
て
は
、
Ｙ
の
当
時
の
業
務
執
行
者
が
そ
の
代
理
権
を
濫
用
し
て
お
り
、
Ｘ
も

こ
れ
を
認
識
可
能
だ
っ
た
こ
と
が
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
業
務
執
行
者
は
本
人
へ
の
事
前
の
情
報
提
供
な
し
で
は
、
自
分
を

買
収
し
た
交
渉
相
手
と
契
約
を
締
結
す
る
権
限
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
建
築
契
約
は
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
七
七
条
一
項
類

推
に
よ
り
不
確
定
的
に
無
効(

u
n

w
irk

sam
)

と
な
り
、
Ｙ
に
は
法
律
行
為
を
追
認
す
る
可
能
性
が
開
か
れ
て
い
る｣

。

[

検
討
﹈

本
判
決
は
、
傍
論
に
お
い
て
で
あ
る
が
、
相
手
方
に
認
識
可
能
な
代
理
権
濫
用
行
為
は
無
権
代
理
行
為
と
な
り
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
七
七
条

一
項
が
類
推
適
用
さ
れ
る
と
認
め
た
点
に
特
徴
が
み
ら
れ
る
（
判
旨
②)

。
こ
れ
は
、
代
理
権
濫
用
法
理
の
効
果
に
つ
い
て
、
判
例
が

例
外
的
無
権
代
理
構
成
の
見
解
を
採
用
し
た
も
の
と
評
価
で
き
る
。

(

�)

四

小
括

近
時
の
信
義
則
説
は
代
理
権
濫
用
法
理
の
根
拠
規
定
を
信
義
則
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
四
二
条
）
に
求
め
な
が
ら
、
代
理
権
濫
用
法
理
の
実
質

的
な
内
容
と
し
て
は
、
例
外
的
無
権
代
理
構
成
の
根
拠
、
要
件
効
果
を
支
持
す
る
。
す
な
わ
ち
、（
�
）
代
理
権
濫
用
行
為
の
効
力
を

例
外
的
に
否
定
す
る
実
質
的
な
根
拠
は
、
相
手
方
保
護
の
不
要
性
に
あ
る
。（
�
）
そ
の
判
断
は
主
と
し
て
相
手
方
の
事
情
を
基
準
に

な
さ
れ
る
（
濫
用
の
客
観
的
明
白
性
あ
る
い
は
重
過
失)

。
ま
た
、
諸
般
の
事
情
を
総
合
考
慮
す
る
こ
と
に
消
極
的
で
あ
る
。

(

�)

（
�
）
代

理
権
濫
用
法
理
が
適
用
さ
れ
る
結
果
、
当
該
代
理
行
為
は
無
権
代
理
に
な
る
。

連
邦
通
常
裁
判
所
の
判
例
で
も
、
例
外
的
無
権
代
理
構
成
の
影
響
を
受
け
た
と
推
測
さ
れ
る
判
決
が
現
れ
た
。
と
く
に
、
相
手
方
の

保
護
不
要
性
と
い
う
評
価
を
代
理
権
濫
用
法
理
の
実
質
的
根
拠
と
し
て
強
調
し
、
代
理
効
果
を
否
定
す
る
要
件
と
し
て
、
相
手
方
の
事

論 説
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情
（
重
過
失
）
を
重
視
す
る
姿
勢
が
読
み
取
れ
る
（
判
例
【
�
�)

。
ま
た
、
相
手
方
に
重
過
失
が
あ
る
場
合
と
い
う
意
味
で
、
濫
用
の

客
観
的
明
白
性
を
基
準
と
し
て
挙
げ
る
（
判
例
【
�
�)

。
さ
ら
に
、
法
律
効
果
に
つ
い
て
、
代
理
権
濫
用
行
為
を
例
外
的
に
無
権
代
理

と
す
る
判
決
が
あ
る
（
判
例
【
�
�)

。

第
三
章

日
本
法
へ
の
示
唆

第
一
節

ド
イ
ツ
法
の
分
析

本
稿
の
課
題
は
、
代
理
権
濫
用
行
為
に
基
づ
く
相
手
方
の
履
行
請
求
を
権
利
濫
用
・
信
義
則
違
反
と
し
て
否
定
す
る
実
質
的
根
拠
や

判
断
基
準
を
明
確
に
し
、
権
利
濫
用
・
信
義
則
説
の
不
明
確
さ
を
克
服
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
ド
イ
ツ
法
の
議
論
か

ら
い
か
な
る
示
唆
を
得
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。

ド
イ
ツ
法
で
は
当
初
、
帝
国
裁
判
所
が
、
本
人
に
対
す
る
害
意
や
注
意
義
務
違
反
と
い
っ
た
相
手
方
の
有
責
性
に
基
づ
き
本
人
に
悪

意
の
抗
弁
を
認
め
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
そ
の
判
例
法
理
を
承
継
し
た
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
相
手
方
の
主
観
的
事
情
の
み
な
ら

ず
当
該
事
案
に
お
け
る
全
体
の
事
情
を
総
合
的
に
考
慮
し
て
相
手
方
に
よ
る
履
行
請
求
の
可
否
を
判
断
す
べ
き
と
し
た
。
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
四

二
条
の
一
般
条
項
と
し
て
の
機
能
を
利
用
し
て
当
事
者
間
の
適
正
な
利
益
衡
量
を
図
り
、
結
論
の
妥
当
性
を
確
保
す
る
趣
旨
で
あ
る
。

し
か
し
、
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
事
情
を
考
慮
要
素
と
す
る
の
か
、
当
事
者
双
方
の
利
益
を
衡
量
す
る
際
の
基

準
は
何
か
を
明
示
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
の
立
場
に
よ
る
と
、
結
局
は
裁
判
官
が
個
別
の
事
案
に
お
い
て
相
手
方
の
請
求
を
否
定

す
る
の
が
実
質
的
に
妥
当
と
判
断
す
る
か
ど
う
か
で
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
四
二
条
適
用
の
可
否
が
決
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
紛
争
解
決
の
安

定
性
が
確
保
さ
れ
な
く
な
る
。

(

�)

ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
有
力
な
例
外
的
無
権
代
理
構
成
は
、（
�
）
代
理
権
濫
用
行
為
を
代
理
権
の
範
囲
に
属
さ
な
い
無
権
代
理
と
解
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す
る
こ
と
も
本
来
は
可
能
で
あ
る
、
あ
る
い
は
本
来
は
そ
う
解
す
べ
き
こ
と
を
前
提
に
、（
�
）
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
代
理
権
濫

用
行
為
が
原
則
的
に
有
権
代
理
と
さ
れ
る
の
は
、
も
っ
ぱ
ら
相
手
方
の
取
引
安
全
を
保
護
す
る
た
め
で
あ
る
か
ら
、（
�
）
相
手
方
が

保
護
に
値
し
な
い
と
き
は
、
代
理
権
濫
用
行
為
を
無
権
代
理
に
す
べ
き
と
す
る
。
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
近
時
の
信
義
則
説
は
、
例
外
的

無
権
代
理
構
成
の
こ
の
よ
う
な
考
え
方
と
同
様
に
、
相
手
方
の
取
引
安
全
保
護
の
例
外
的
な
否
定
と
い
う
、
代
理
権
濫
用
法
理
の
実
質

的
な
意
味
を
重
視
し
、
そ
れ
を
指
針
に
具
体
的
な
要
件
効
果
を
導
き
出
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
相
手
方
の
取
引
安
全
を
保
護
す
る
必

要
が
な
い
と
例
外
的
に
認
め
得
る
か
ど
う
か
を
主
た
る
基
準
に
し
て
、
代
理
権
濫
用
行
為
に
対
す
る
本
人
保
護
の
可
否
を
判
断
し
、
諸

般
の
事
情
を
総
合
考
慮
す
る
こ
と
に
消
極
的
な
態
度
を
と
る
。
ま
た
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
場
合
に
取
引
安
全
保
護
が
不
要
と
な
る

か
に
つ
い
て
、
濫
用
の
客
観
的
明
白
性
を
基
準
と
す
る
見
解
が
有
力
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
①
相
手
方
の
軽
過
失
（
注
意
義
務
違

反
）
を
基
準
に
す
る
と
、
取
引
安
全
の
保
護
と
い
う
無
因
性
原
則
の
意
義
が
没
却
さ
れ
る
、
②
立
証
困
難
な
相
手
方
の
内
心
の
事
情

（
悪
意
や
重
過
失
）
よ
り
も
「
濫
用
の
明
白
性
」
と
い
う
客
観
的
メ
ル
ク
マ
ー
ル
を
基
準
に
す
べ
き
で
あ
る
な
ど
の
考
慮
が
存
在
す
る
。

し
か
し
、
代
理
行
為
自
体
を
客
観
的
に
評
価
す
る
の
で
は
な
く
、
相
手
方
の
主
観
的
事
情
に
焦
点
を
合
わ
せ
、
相
手
方
の
重
過
失
を
要

件
と
す
る
見
解
も
あ
る
。
ま
た
、
濫
用
の
明
白
性
基
準
は
、
実
際
は
相
手
方
の
重
過
失
要
件
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
り
、
い
ず
れ
の
基

準
を
と
っ
て
も
結
論
に
違
い
は
生
じ
な
い
と
の
指
摘
も
あ
る
。
相
手
方
の
重
過
失
は
客
観
的
に
そ
の
存
否
が
判
断
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
近
時
の
信
義
則
説
は
、
形
式
的
に
は
一
般
法
理
に
依
拠
し
な
が
ら
、
代
理
権
濫
用
法
理
の
実
質

的
な
意
味
を
拠
り
所
に
し
て
、
そ
の
要
件
効
果
論
を
展
開
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
態
度
は
、
要
件
効
果
の
明
確
化
に
資
す
る
こ
と
に

な
る
と
評
価
で
き
る
。
と
り
わ
け
、「
相
手
方
保
護
を
根
拠
に
代
理
権
濫
用
行
為
を
原
則
的
に
有
効
な
代
理
行
為
と
す
る
以
上
、
そ
の

保
護
が
不
要
な
場
合
は
代
理
権
濫
用
行
為
の
効
果
を
否
定
す
べ
き
で
あ
る
」
と
の
理
由
付
け
は
、
代
理
権
濫
用
法
理
の
根
拠
と
し
て
具

体
的
で
明
快
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
根
拠
を
前
提
に
す
る
以
上
、
取
引
安
全
の
保
護
が
必
要
か
ど
う
か
と
い
う
相
手
方
側
の
事
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情
の
み
を
基
準
に
本
人
保
護
の
可
否
を
判
断
し
、
本
人
・
代
理
人
側
の
事
情
を
考
慮
し
な
い
こ
と
が
論
理
的
に
一
貫
し
て
い
る
し
、
不

確
定
な
諸
事
情
を
総
合
考
慮
す
る
輪
郭
の
定
ま
ら
な
い
判
断
方
法
よ
り
も
簡
明
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
日
本
法
に
お
け
る
権
利
濫
用
・
信
義
則
説
の
根
拠
お
よ
び
判
断
基
準
を
明
確
化
す
る
た
め
に
も
、
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
近

時
の
信
義
則
説
の
よ
う
に
、
ま
ず
代
理
権
濫
用
法
理
の
も
つ
実
質
的
な
意
味
を
明
ら
か
に
し
、
こ
れ
を
指
針
に
代
理
権
濫
用
法
理
の
具

体
的
要
件
を
確
定
す
る
作
業
が
有
益
で
あ
る
。
こ
の
点
を
踏
ま
え
、
日
本
法
に
お
け
る
代
理
権
濫
用
法
理
の
考
察
に
移
ろ
う
。

第
二
節

若
干
の
考
察

一

日
本
法
に
お
け
る
代
理
権
濫
用
法
理
の
実
質
的
な
意
味

日
本
法
に
お
い
て
、
代
理
権
濫
用
法
理
は
ど
の
よ
う
な
実
質
的
意
味
を
も
つ
の
か
。
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
議
論
を
参
考
に
、
次
の
よ

う
に
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

１

代
理
権
の
範
囲
画
定
と
本
人
の
意
思

は
じ
め
に
、
代
理
権
濫
用
行
為
が
原
則
的
に
有
効
な
代
理
行
為
（
有
権
代
理
）
で
あ
る
か
、
無
効
な
代
理
行
為
（
無
権
代
理
）
で
あ

る
か
の
判
断
か
ら
出
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
任
意
代
理
の
場
合
、
あ
る
代
理
行
為
が
有
権
代
理
行
為
と
な
る
か
を
判
断
す
る
に
は
、

ま
ず
代
理
権
発
生
の
根
拠
と
な
る
本
人
の
意
思
表
示
を
解
釈
し
、
代
理
権
の
範
囲
を
画
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

(

�)

代
理
人
が
行
っ
た
代
理

行
為
が
代
理
権
の
範
囲
内
に
属
す
る
と
判
断
さ
れ
れ
ば
、
本
人
は
そ
の
効
力
に
拘
束
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
他
人
（
代
理
人
）
の
法
律

行
為
に
本
人
が
拘
束
さ
れ
る
の
は
、
本
人
自
身
が
授
権
行
為
を
通
じ
て
そ
の
こ
と
を
意
欲
し
た
か
ら
で
あ
る
。
私
的
自
治
を
基
調
と
す

る
法
律
行
為
制
度
と
、
他
人
に
よ
る
行
為
の
効
果
帰
属
を
認
め
る
代
理
制
度
と
は
、
こ
の
よ
う
な
説
明
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
調
和
す
る
。
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そ
の
た
め
、
授
権
行
為
の
解
釈
に
よ
っ
て
代
理
権
の
範
囲
を
画
定
す
る
に
は
、
ま
ず
本
人
が
代
理
人
に
ど
の
範
囲
の
行
為
ま
で
を
許
し

て
い
た
か
と
い
う
本
人
自
身
の
意
思
を
主
た
る
基
準
と
し
て
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

�)

し
か
し
、
代
理
権
濫
用
行
為
は
、
本
人
に

対
す
る
背
任
行
為
で
あ
り
、
代
理
人
の
損
害
賠
償
責
任
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
刑
罰
の
対
象
に
な
る
可
能
性
す
ら
あ
る

（
刑
法
二
四
七
条)

。
こ
の
よ
う
な
代
理
人
の
行
為
に
つ
い
て
ま
で
、
そ
の
一
切
の
法
的
責
任
を
引
受
け
る
意
思
を
本
人
が
授
権
行
為

に
際
し
て
有
し
て
い
た
と
認
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
、
本
人
は
そ
の
者
が
自
分
の
利
益
の
た
め
に
尽
力
し
て
く
れ
る
と

考
え
た
か
ら
こ
そ
代
理
権
を
授
与
す
る
の
が
通
常
で
あ
る
。
こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
れ
ば
、
本
人
が
授
与
し
た
代
理
権
の
範
囲
は
、
代

理
人
が
本
人
以
外
の
者
の
利
益
の
た
め
に
し
た
行
為
に
は
及
ば
な
い
、
と
授
権
行
為
を
解
釈
す
る
の
が
本
人
の
合
理
的
意
思
に
合
致
す

る
。

(

�)

こ
の
よ
う
に
、
本
人
の
意
思
を
基
準
に
代
理
権
の
範
囲
を
画
定
す
れ
ば
、
代
理
権
濫
用
行
為
は
本
来
、
無
権
代
理
行
為
と
な
り
、

本
人
へ
の
効
果
帰
属
を
否
定
す
べ
き
こ
と
に
な
る
。

(

�)

２

代
理
取
引
の
安
全
保
護

し
か
し
、
実
際
に
本
人
の
意
思
の
み
を
強
調
し
、
代
理
人
の
権
限
濫
用
行
為
を
こ
と
ご
と
く
無
権
代
理
と
す
る
と
、
か
え
っ
て
法
律

が
代
理
制
度
を
認
め
た
意
義
を
没
却
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

法
律
が
任
意
代
理
制
度
を
認
め
た
の
は
、
代
理
人
が
本
人
に
代
わ
っ
て
相
手
方
と
取
引
を
行
う
こ
と
で
、
本
人
の
取
引
活
動
範
囲
を

拡
大
さ
せ
、
本
人
の
私
的
自
治
を
拡
張
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
。
そ
の
目
的
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
相
手
方
が
、
直
接
本
人
と
取
引
す

る
場
合
の
よ
う
に
、
安
ん
じ
て
代
理
人
と
取
引
で
き
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
、
仮
に
代
理
権
濫
用
行
為
が
原
則
的
に
無
権
代
理
に
な
る
と
す
れ
ば
、
相
手
方
は
、
代
理
人
と
の
取
引
の
効
果
が
有

効
に
本
人
に
帰
属
す
る
か
を
確
信
す
る
た
め
に
、
代
理
行
為
ご
と
に
代
理
人
の
背
任
的
意
図
の
有
無
を
調
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
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る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
な
調
査
は
一
般
的
に
す
こ
ぶ
る
困
難
で
あ
る
。
代
理
権
の
客
観
的
範
囲
、
事
項
的
範
囲
の
調
査
と
異
な
り
、

代
理
人
の
主
観
的
な
意
図
は
、
本
人
へ
の
確
認
で
は
通
常
は
分
か
ら
な
い
し
、
代
理
人
自
身
に
背
任
的
意
図
の
有
無
を
問
う
こ
と
も
無

意
味
で
あ
る
。

(

�)

代
理
行
為
時
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
に
困
難
で
、
し
か
も
結
果
が
不
確
実
な
調
査
、
確
認
を
し
な
い
と
取
引
の
有
効
性

を
確
信
で
き
な
い
と
な
れ
ば
、
相
手
方
は
代
理
人
と
の
取
引
を
避
け
る
よ
う
に
な
り
、
代
理
制
度
の
活
発
な
運
用
が
阻
害
さ
れ
る
。
そ

の
結
果
、
本
人
の
私
的
自
治
の
拡
張
と
い
う
、
代
理
制
度
の
目
的
を
実
現
で
き
な
く
な
る
。
そ
こ
で
、
代
理
取
引
の
安
全
を
保
障
し
、

代
理
制
度
の
活
用
を
促
進
す
る
た
め
、
代
理
行
為
に
際
し
て
相
手
方
が
代
理
人
の
主
観
的
事
情
を
い
ち
い
ち
調
査
、
確
認
し
な
く
て
も

取
引
の
有
効
性
を
確
信
し
、
安
心
し
て
代
理
人
と
取
引
で
き
る
よ
う
な
形
で
代
理
制
度
を
設
計
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
そ
の
た
め

に
は
、
代
理
行
為
の
客
観
的
、
外
形
的
態
様
の
み
を
基
準
に
当
該
代
理
行
為
が
有
権
代
理
か
ど
う
か
を
判
断
し
、
背
任
的
意
図
の
有
無

と
い
う
代
理
人
の
主
観
的
事
情
を
判
断
基
準
か
ら
除
外
す
べ
き
で
あ
る
。

た
し
か
に
、
代
理
権
濫
用
行
為
を
原
則
無
権
代
理
と
し
て
も
、
個
別
具
体
の
事
案
に
お
い
て
は
、
相
手
方
を
表
見
代
理
制
度
に
よ
っ

て
保
護
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

(

�)

し
か
し
、
表
見
代
理
制
度
に
よ
る
保
護
を
受
け
る
に
は
、
代
理
権
濫
用
の
事
実
が
な
い
と
信
じ

た
こ
と
に
つ
き
正
当
理
由
（
民
法
一
一
〇
条
）
が
要
求
さ
れ
る
か
ら
、
相
手
方
は
、
そ
の
要
件
を
充
足
し
よ
う
と
思
え
ば
、
結
局
、
何

ら
か
の
方
法
で
代
理
人
の
主
観
的
事
情
を
調
査
、
確
認
す
る
手
段
を
講
じ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
そ
の
た
め
、
代
理
権
濫

用
と
の
関
係
で
は
、
表
見
代
理
制
度
に
よ
る
保
護
の
可
能
性
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
必
ず
し
も
代
理
制
度
の
円
滑
な
運
用
が
保
障
さ

れ
る
と
は
い
え
な
い
。
代
理
取
引
を
円
滑
に
す
る
た
め
に
は
、
代
理
権
濫
用
行
為
を
原
則
的
に
有
権
代
理
行
為
と
す
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
代
理
権
濫
用
行
為
の
原
則
的
な
有
効
性
は
、
代
理
取
引
を
活
性
化
し
、
私
的
自
治
の
拡
張
を
実
現
す
る
と
い
う
政
策

的
観
点
か
ら
正
当
化
さ
れ
る
。
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３

相
手
方
保
護
の
例
外
的
否
定

代
理
権
濫
用
行
為
を
原
則
的
に
有
権
代
理
と
し
、
本
人
へ
の
効
果
帰
属
を
認
め
る
判
断
は
、
本
人
自
身
の
意
思
で
は
な
く
、
相
手
方

の
取
引
安
全
を
保
護
し
、
代
理
取
引
の
円
滑
な
運
用
を
実
現
す
べ
き
と
い
う
政
策
的
判
断
を
根
拠
に
正
当
化
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の

政
策
的
判
断
は
、
代
理
権
濫
用
の
事
実
を
知
る
こ
と
が
相
手
方
に
と
っ
て
通
常
は
困
難
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
代

理
権
濫
用
の
事
実
を
相
手
方
が
現
実
に
知
っ
て
い
る
、
あ
る
い
は
、
相
手
方
に
お
い
て
格
別
な
調
査
、
確
認
を
要
す
る
こ
と
な
く
濫
用

の
事
実
を
容
易
に
知
り
得
る
ほ
ど
に
濫
用
の
事
実
が
明
白
で
あ
る
場
合
に
は
、
こ
の
政
策
的
判
断
を
支
え
る
基
礎
が
失
わ
れ
る
。
こ
の

場
合
、
代
理
行
為
の
本
人
へ
の
効
果
帰
属
は
本
人
の
意
思
に
よ
っ
て
は
も
ち
ろ
ん
、
相
手
方
保
護
の
要
請
に
よ
っ
て
も
、
も
は
や
正
当

化
さ
れ
な
い
。
そ
の
た
め
、
本
人
の
意
思
を
尊
重
す
る
本
来
の
立
場
に
立
ち
返
り
、
代
理
権
濫
用
行
為
の
効
果
か
ら
本
人
を
保
護
す
べ

き
こ
と
に
な
る
。

二

権
利
濫
用
・
信
義
則
説
の
明
確
化

以
上
の
よ
う
に
、
日
本
法
に
お
い
て
も
代
理
権
濫
用
法
理
は
原
則
的
な
相
手
方
の
取
引
安
全
保
護
を
例
外
的
に
否
定
し
、
本
人
の
意

思
を
尊
重
す
る
立
場
へ
回
帰
す
る
こ
と
に
そ
の
実
質
的
な
意
味
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
代
理
権
濫
用
の
問
題
と
の
関
係
で
相
手
方
保
護

の
例
外
的
な
否
定
に
つ
い
て
定
め
た
明
文
の
規
定
は
民
法
典
に
存
在
し
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
権
利
濫
用
法
理
・

信
義
則
（
民
法
一
条
二
項
、
三
項
）
に
依
拠
す
べ
き
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
相
手
方
の
履
行
請
求
を
権
利
濫
用
・
信
義
則
違
反
と
評

価
す
る
根
拠
お
よ
び
判
断
基
準
は
、
こ
の
実
質
的
な
意
味
を
指
針
と
し
て
導
き
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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１

相
手
方
の
履
行
請
求
を
権
利
濫
用
・
信
義
則
違
反
と
み
る
根
拠

本
来
は
本
人
の
意
思
に
反
す
る
代
理
権
濫
用
行
為
を
原
則
的
に
有
権
代
理
と
認
め
る
の
は
、
相
手
方
の
取
引
安
全
を
保
護
す
る
と
い

う
政
策
的
判
断
に
の
み
基
づ
く
。
し
た
が
っ
て
、
取
引
安
全
の
保
護
が
不
要
で
、
こ
の
政
策
的
判
断
の
妥
当
す
る
基
礎
が
存
在
し
な
い

場
合
に
は
、
代
理
権
濫
用
行
為
の
本
人
へ
の
効
果
帰
属
を
正
当
化
す
る
実
質
的
な
理
由
が
す
べ
て
失
わ
れ
る
。
こ
の
場
合
に
ま
で
、
相

手
方
が
代
理
権
濫
用
行
為
の
効
果
帰
属
を
主
張
す
る
こ
と
は
、
法
が
代
理
権
濫
用
行
為
の
有
効
性
を
認
め
た
本
来
の
趣
旨
・
目
的
に
反

す
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
相
手
方
の
主
張
を
、
法
の
趣
旨
に
反
す
る
行
為
と
し
て
否
定
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
、

代
理
行
為
の
効
果
帰
属
を
実
際
に
否
定
し
た
場
合
と
同
様
の
結
果
を
導
く
こ
と
が
で
き
る
。

(

�)

２

判
断
基
準

（
１
）
相
手
方
側
の
要
件

代
理
権
濫
用
行
為
を
原
則
的
に
有
権
代
理
と
す
る
政
策
的
判
断
は
、
代
理
権
濫
用
の
事
実
を
知
る
こ
と
が
相
手
方
に
と
っ
て
通
常
は

困
難
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
か
ら
、
相
手
方
が
濫
用
の
事
実
を
知
っ
て
い
る
と
き
、
ま
た
、
相
手
方
に
お
い
て
格
別
な
調
査
、
確

認
を
要
す
る
こ
と
な
く
濫
用
の
事
実
を
容
易
に
知
り
得
る
ほ
ど
に
濫
用
の
事
実
が
明
白
で
あ
る
と
き
は
、
こ
の
政
策
的
判
断
を
支
え
る

基
礎
が
失
わ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
先
述
の
と
お
り
相
手
方
の
主
張
が
権
利
濫
用
・
信
義
則
違
反
と
な
る
。

こ
の
う
ち
、
相
手
方
が
格
別
な
調
査
、
確
認
を
行
わ
な
く
て
も
濫
用
の
事
実
を
容
易
に
知
り
得
る
と
き
、
と
い
う
の
は
、
相
手
方
の

重
過
失
に
相
応
す
る
要
件
で
あ
る
。
こ
の
点
、
ド
イ
ツ
法
で
は
、
相
手
方
の
主
観
面
か
ら
独
立
し
た
、
濫
用
の
客
観
的
明
白
性
を
基
準

と
す
べ
き
と
の
見
解
が
有
力
で
あ
る
。

(

�)

し
か
し
、
明
白
性
の
基
準
は
実
質
的
に
は
相
手
方
の
重
過
失
に
相
当
し
、
両
基
準
の
間
に
基
本

的
な
違
い
は
な
い
と
広
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

(

�)

む
し
ろ
、
相
手
方
保
護
の
適
否
を
問
題
と
す
る
以
上
、
客
観
的
な
メ
ル
ク
マ
ー
ル
よ
り
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も
、
相
手
方
自
身
の
主
観
的
事
情
を
基
準
に
し
て
判
断
を
行
う
方
が
一
貫
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
直
接
の
要
件
は
相
手
方
の
重
過

失
と
し
、
濫
用
の
明
白
性
は
重
過
失
の
存
在
を
間
接
的
に
示
す
指
標
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
濫
用
の
事
実
に
つ
い
て
不
知
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
き
相
手
方
に
軽
過
失
が
認
め
ら
れ
る
だ
け
で
は
当
該
代
理
行
為

の
効
力
を
否
定
す
べ
き
で
は
な
い
。
代
理
行
為
に
際
し
て
注
意
を
怠
り
、
代
理
人
に
よ
る
権
限
濫
用
の
有
無
を
事
前
に
調
査
し
な
か
っ

た
と
い
う
だ
け
で
代
理
効
果
を
否
定
す
る
と
、
相
手
方
の
取
引
安
全
に
配
慮
し
て
代
理
権
濫
用
行
為
を
原
則
的
に
有
効
と
認
め
た
政
策

的
判
断
の
意
義
が
没
却
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

（
２
）
本
人
側
の
要
件

相
手
方
の
保
護
が
不
要
な
場
合
に
、
代
理
権
濫
用
行
為
の
効
果
を
本
人
に
負
わ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
と
の
判
断
は
、
そ
も
そ
も
、
そ

の
濫
用
行
為
が
本
人
の
意
思
に
反
す
る
と
の
理
解
を
前
提
と
す
る
か
ら
、
本
人
側
の
要
件
と
し
て
、
当
該
代
理
行
為
が
本
人
の
意
思
に

反
す
る
と
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
先
述
の
よ
う
に
、
代
理
人
に
よ
る
背
任
行
為
の
効
果
の
引
受
け
は
原
則
と
し
て
本
人
の
意

思
に
反
す
る
た
め
、
通
常
は
当
該
取
引
が
代
理
権
濫
用
行
為
に
あ
た
る
時
点
で
こ
の
要
件
は
充
足
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
特
別
な

事
情
が
あ
る
こ
と
で
、
代
理
権
濫
用
に
あ
た
る
行
為
が
本
人
の
意
思
に
反
し
な
い
と
認
め
ら
れ
る
余
地
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
本
人
が

代
理
人
に
よ
る
権
限
濫
用
を
知
り
な
が
ら
放
置
し
て
い
た
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
当
該
行
為
の
効
果
帰
属
を
本
人
は
黙
示

的
に
承
諾
し
て
い
た
と
評
価
で
き
る
か
ら
、
仮
に
相
手
方
が
濫
用
の
事
実
に
つ
い
て
悪
意
ま
た
は
善
意
重
過
失
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

そ
の
履
行
請
求
を
認
め
て
よ
い
。

(

�)

（
３
）
総
合
的
判
断
の
要
否

以
上
の
よ
う
に
、（
�
）
濫
用
の
事
実
に
つ
い
て
相
手
方
が
悪
意
ま
た
は
善
意
重
過
失
で
あ
る
こ
と
、（
�
）
当
該
代
理
行
為
が
本
人

の
意
思
に
反
す
る
こ
と
を
具
体
的
な
要
件
と
し
て
、
相
手
方
の
権
利
濫
用
・
信
義
則
違
反
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
っ
と
も
、
当
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該
取
引
が
代
理
権
濫
用
行
為
と
さ
れ
た
時
点
で
（
�
）
の
要
件
は
充
足
さ
れ
る
か
ら
、
実
際
に
問
題
と
な
る
の
は
（
�
）
の
要
件
の
み

で
あ
る
。

そ
れ
以
上
に
、
本
人
側
の
事
情
を
含
め
、
諸
般
の
事
情
を
総
合
的
に
考
慮
し
た
り
、
当
事
者
双
方
の
利
益
を
衡
量
し
た
り
す
る
こ
と

で
相
手
方
の
権
利
濫
用
・
信
義
則
違
反
性
を
判
断
す
べ
き
で
は
な
い
。「
ド
イ
ツ
法
の
分
析｣

（
本
章
第
一
節
）
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、

こ
の
判
断
方
法
に
よ
る
と
、
具
体
的
な
考
慮
要
素
や
衡
量
基
準
を
確
定
し
な
い
か
ぎ
り
、
紛
争
解
決
の
安
定
性
が
確
保
で
き
な
い
。
ま

た
、
代
理
権
濫
用
行
為
の
効
果
か
ら
例
外
的
に
本
人
を
解
放
す
る
理
由
は
、
そ
の
効
果
帰
属
が
本
人
の
意
思
に
よ
っ
て
も
、
取
引
安
全

保
護
の
要
請
に
よ
っ
て
も
正
当
化
さ
れ
な
い
点
に
あ
る
（
本
節
一
３
）
か
ら
、（
�
）
と
（
�
）
の
要
件
は
本
人
保
護
を
認
め
る
た
め

の
必
要
か
つ
十
分
条
件
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
事
情
を
考
慮
要
素
と
す
る
必
要
は
な
い
。

近
時
、
日
本
の
学
説
で
は
「
本
人
・
代
理
人
・
相
手
方
そ
れ
ぞ
れ
の
側
の
諸
事
情
を
検
討
し
、
総
合
的
に
判
断
し
て
」
相
手
方
保
護

の
範
囲
を
画
定
す
べ
き
と
の
見
解
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
。

(

�)

こ
の
見
解
の
趣
旨
が
、（
�
）
と
（
�
）
の
要
件
以
外
の
要
素
を
本
人
保
護

の
判
断
に
持
ち
込
む
と
い
う
も
の
な
ら
、
い
ま
述
べ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
れ
に
従
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

具
体
的
に
問
題
と
な
る
の
は
、
相
手
方
に
悪
意
や
重
過
失
が
あ
る
場
合
で
も
、
本
人
が
代
理
人
に
対
す
る
監
督
を
怠
っ
た
た
め
代
理

人
が
権
限
濫
用
行
為
を
行
っ
た
と
き
は
、
そ
の
本
人
の
落
ち
度
を
斟
酌
す
べ
き
か
ど
う
か
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
①
本
人
の

監
督
懈
怠
が
あ
る
場
合
に
、
本
人
の
過
失
を
斟
酌
し
、
相
手
方
が
悪
意
ま
た
は
善
意
重
過
失
で
も
、
そ
の
履
行
請
求
を
完
全
に
認
め
る

べ
き
か
と
い
う
問
題
と
、
②
本
人
の
過
失
と
相
手
方
の
過
失
と
を
秤
に
か
け
、
本
人
の
過
失
の
割
合
に
応
じ
て
相
手
方
の
履
行
請
求
を

部
分
的
に
な
ら
認
め
て
よ
い
か
と
い
う
（
過
失
相
殺
的
処
理
の
）
問
題
と
を
区
別
し
て
論
じ
る
。

ま
ず
、
①
の
問
題
に
つ
い
て
。
代
理
権
濫
用
の
場
面
に
お
い
て
、
相
手
方
の
履
行
請
求
が
権
利
濫
用
・
信
義
則
違
反
に
あ
た
る
か
ど

う
か
は
、
実
質
的
に
は
代
理
人
が
権
限
を
濫
用
し
て
行
っ
た
意
思
表
示
の
効
果
を
本
人
に
帰
属
さ
せ
て
よ
い
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
を
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意
味
す
る
。
そ
し
て
、
相
手
方
の
履
行
請
求
が
権
利
濫
用
・
信
義
則
違
反
と
な
る
の
は
、
濫
用
行
為
が
本
人
の
意
思
に
反
し
て
お
り
、

か
つ
取
引
安
全
の
保
護
の
必
要
も
な
い
た
め
、
本
人
へ
の
効
果
帰
属
を
否
定
す
べ
き
と
評
価
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
本
人
に
監
督
懈
怠

の
過
失
が
あ
っ
て
も
、
こ
の
評
価
は
覆
ら
な
い
。
第
一
に
、
本
人
の
監
督
懈
怠
と
い
う
事
情
は
、
相
手
方
が
濫
用
の
事
実
を
知
っ
て
い

た
、
ま
た
は
知
ら
な
い
こ
と
に
つ
き
重
過
失
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
の
判
断
に
直
接
影
響
し
な
い
。

(

�)

第
二
に
、
効
果
帰
属
意
思
に
代
替
す

る
効
力
を
本
人
の
過
失
に
認
め
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
民
法
九
四
条
二
項
類
推
適
用
の
法
理
の
よ
う
に
、
当
事
者
（
真
正
権
利
者
）
に

「
不
注
意
な
行
為
」
が
あ
る
だ
け
で
意
思
表
示
を
し
た
の
と
同
じ
効
果
を
認
め
る
例
も

(

�)

あ
る
が
、
こ
れ
は
、
相
手
方
が
善
意
無
過
失
で

あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
理
論
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
過
失
と
い
う
要
素
が
単
体
で
（
つ
ま
り
、
相
手
方
の
取
引
安
全
を
保
護
す

る
必
要
が
な
い
状
況
で
）
本
人
へ
の
効
果
帰
属
を
正
当
化
す
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

(

�)

し
た
が
っ
て
、
本
人
に
監
督
懈
怠

の
過
失
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
悪
意
ま
た
は
重
過
失
が
あ
る
相
手
方
か
ら
の
履
行
請
求
を
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
解

し
て
も
、
代
理
人
に
対
す
る
監
督
懈
怠
を
契
約
準
備
段
階
に
お
け
る
本
人
の
注
意
義
務
違
反
と
捉
え
、
相
手
方
か
ら
本
人
に
対
す
る
損

害
賠
償
請
求
を
認
め
る
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
か
ら
、

(

�)

本
人
の
監
督
懈
怠
を
問
題
解
決
に
際
し
て
全
く
考
慮
で
き
な
い
こ
と
に
も
な
ら

な
い
。

②
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
近
年
、
日
本
の
学
説
で
過
失
相
殺
的
処
理
を
支
持
す
る
見
解
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
。

(

�)

し
か
し
、
こ
れ
も
①

の
問
題
と
同
じ
で
あ
り
、
た
と
え
部
分
的
に
で
あ
っ
て
も
、
実
質
的
に
は
本
人
の
過
失
だ
け
を
根
拠
に
代
理
行
為
の
効
果
帰
属
を
認
め

る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
従
え
な
い
。
本
人
の
過
失
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
を
相
手
方
に
認
め
る
解
決
方
法
の
方
が
、
相
手
方
の
賠
償

請
求
に
対
し
て
、
本
人
は
相
手
方
に
も
重
過
失
が
あ
る
こ
と
を
理
由
に
過
失
相
殺
を
主
張
で
き
る
か
ら
、
理
論
的
な
問
題
に
妨
げ
ら
れ

る
こ
と
な
く
当
事
者
間
の
公
平
を
図
り
得
る
。

論 説
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第
四
章

結

語

代
理
権
濫
用
の
問
題
を
一
般
法
理
に
依
拠
し
て
解
決
す
る
場
合
、
相
手
方
の
履
行
請
求
を
い
か
な
る
実
質
的
根
拠
に
基
づ
き
、
ど
の

よ
う
な
判
断
基
準
を
も
っ
て
権
利
濫
用
・
信
義
則
違
反
と
認
め
る
の
か
不
明
確
に
な
る
。
本
稿
は
こ
の
問
題
点
を
克
服
す
る
た
め
、
相

手
方
の
取
引
安
全
保
護
の
例
外
的
否
定
と
い
う
代
理
権
濫
用
法
理
の
実
質
的
な
意
味
を
指
針
に
相
手
方
の
権
利
濫
用
・
信
義
則
違
反
性

を
判
断
す
べ
き
と
し
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
相
手
方
の
請
求
を
権
利
濫
用
・
信
義
則
違
反
と
す
る
具
体
的
な
要
件
は
、（
�
）
濫
用
の

事
実
に
つ
い
て
相
手
方
が
悪
意
ま
た
は
善
意
重
過
失
で
あ
る
こ
と
、（
�
）
当
該
代
理
行
為
が
本
人
の
意
思
に
反
す
る
こ
と
で
あ
る
。

た
だ
し
、
特
別
な
事
情
が
な
い
限
り
、
実
際
に
問
題
と
な
る
の
は
（
�
）
の
要
件
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
要
件
は
本
人
保
護
を
認

め
る
た
め
の
必
要
か
つ
十
分
条
件
で
あ
り
、
そ
れ
以
上
に
、
諸
般
の
事
情
を
総
合
的
に
考
慮
し
た
り
、
当
事
者
双
方
の
利
益
を
衡
量
し

た
り
す
る
こ
と
で
相
手
方
の
権
利
濫
用
・
信
義
則
違
反
性
を
判
断
す
べ
き
で
は
な
い
。

た
だ
、
こ
れ
は
代
理
権
濫
用
法
理
の
構
造
を
お
お
ま
か
な
形
で
明
ら
か
に
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
代
理
権
濫
用
法
理
の
内

容
を
さ
ら
に
細
部
ま
で
検
討
す
る
こ
と
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
本
稿
は
相
手
方
の
請
求
が
否
定
さ
れ
る
場
合
の
効
果
論

を
十
分
考
察
し
て
い
な
い
。
相
手
方
が
代
理
行
為
の
効
果
帰
属
を
本
人
に
主
張
で
き
な
い
場
合
、
無
権
代
理
行
為
の
と
き
と
実
質
的
に

同
じ
状
況
が
生
ま
れ
る
。
そ
こ
で
無
権
代
理
に
関
す
る
民
法
の
諸
規
定
（
民
法
一
一
三
条
以
下
）
を
類
推
適
用
で
き
な
い
か
。
こ
の
問

題
は
、
と
く
に
そ
の
類
推
適
用
で
得
ら
れ
る
実
益
は
何
か
と
い
う
点
に
留
意
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

(

�)

ま
た
、
要
件
論
（
判
断
基
準
）
に
つ
い
て
も
、
さ
ら
に
検
討
を
要
す
る
点
は
あ
る
。
た
と
え
ば
、
従
来
の
権
利
濫
用
・
信
義
則
説
の

な
か
に
は
、
濫
用
さ
れ
た
の
が
任
意
代
理
権
か
法
定
代
理
権
か
の
違
い
に
応
じ
て
本
人
保
護
の
要
件
を
類
型
化
す
る
見
解
が
あ
る
。

(

�)

本

稿
で
は
こ
の
よ
う
な
類
型
的
判
断
の
適
否
に
つ
い
て
考
察
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
点
は
今
後
の
研
究
で
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

代理権濫用における本人保護の法的構造（三・完）
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(
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N
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1
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8
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S
.3

0
1

2
f.

(

�)

相
手
方
保
護
の
不
要
性
と
い
う
視
点
を
強
調
す
る
連
邦
通
常
裁
判
所
判
決
と
し
て
ほ
か
に
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f.

(

�)
濫
用
の
客
観
的
明
白
性
を
基
準
と
す
る
連
邦
通
常
裁
判
所
判
決
と
し
て
ほ
か
に
、B

G
H
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U

rt.
v
.
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9
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4
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.3
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0
2
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N
JW

2
0

0
2
,

S
.1

4
9

7
f

（
た
だ
し
、「
代
理
権
の
明
白
な
濫
用
」
と
述
べ
て
お
り
、
濫
用
の
客
観
的
明
白
性
と
は
表
現
し
て
い
な
い)

;
B

G
H

,
U

rt.
v
.

2
2
.6

.2
0

0
4
.

N
JW

-R
R

2
0

0
4
,

S
.1

6
3

7
ff.

(

�)
�
�
�
��
�
�
�
��	

��
�
�

�
,

a.a.O
.(

F
n
.7

3)
,
�

1
6

4
,

R
n
.1

0
4

a.

(

�)

な
お
、
本
判
決
後
、「
客
観
的
明
白
性
」
で
は
な
く
、「
相
手
方
の
重
過
失
」
と
明
示
的
に
表
現
し
た
連
邦
通
常
裁
判
所
判
決
が
あ
る
。

B
G

H
,

U
rt.

v
.5

.1
1
.2

0
0

3
.

N
JW

-R
R

2
0

0
4
,

S
.2

4
7

ff.

(

�)
N

JW
1

9
9

9
,

S
.2

2
6

6
ff.

(

�)
(

Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
三
八
条
一
項
）
良
俗
に
反
す
る
法
律
行
為
は
無
効
で
あ
る
。

(

	)
B

am
b
e

rg
e

r-R
o

th
-H

ab
e

rm
e

ie
r,

a.a.O
.
(

F
n

6
0)

,
�

1
6

7
,

R
n
.5

1
.

た
だ
し
、
本
判
決
後
、
代
理
権
濫
用
法
理
の
根
拠
と
し
て
信
義

則
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
四
二
条
）
を
明
示
す
る
判
決(

B
G

H
,

U
rt.v

.3
0
.1

.2
0

0
2
.

N
JW

2
0

0
2
,

S
.1

4
9

7
f)

や
、「
信
義
則
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
四
二
条
）
に

基
づ
く
抗
弁
が
本
人
に
認
め
ら
れ
る
」
と
す
る
判
決(

B
G

H
,

U
rt.v

.5
.1

1
.2

0
0

3
.

N
JW

-R
R

2
0

0
4
,

S
.2

4
7

ff)

も
登
場
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

は
、
従
来
の
判
例
の
立
場
に
親
和
的
で
あ
る
。

(


)

た
だ
し
、
諸
事
情
の
総
合
考
慮
と
い
う
考
え
方
を
重
視
し
、
代
理
人
の
義
務
違
反
の
態
様
や
本
人
の
共
同
過
失
を
斟
酌
し
て
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二

四
二
条
の
適
用
を
判
断
す
べ
き
と
す
る
見
解
も
、
少
数
な
が
ら
存
在
す
る
。S

o
e

rg
e

l-L
e

p
tie

n
,

a.a.O
.(

F
n
.6

0)
,
�

1
7

7
,

R
n
.1

9
.

(

�)

こ
の
点
に
つ
き
、
前
掲
注(

�)

で
紹
介
し
た
フ
ロ
ッ
ツ
の
批
判
も
参
照
。

(


)

伊
藤
・
前
掲
注(

�)

二
〇
七
頁
。

(

�)

伊
藤
・
前
掲
注(

�)

二
〇
三
頁
、
二
〇
九
頁
以
下
。

(

�)

こ
の
点
に
つ
き
、
高
橋
三
知
雄
博
士
は
、
代
理
権
が
濫
用
さ
れ
た
場
合
も
、
当
該
代
理
行
為
と
本
人
の
意
思
と
の
つ
な
が
り
は
否
定
で

論 説
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き
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
高
橋
・
前
掲
注(

�)

二
三
七
頁
。
し
か
し
、「
本
人
の
効
果
形
成
意
思
が
代
理
行
為
の
効
果
を
本
人
に
帰
属
さ
せ

る
根
源
で
あ
る
と
み
る
な
ら
ば
、
ど
の
範
囲
に
お
い
て
そ
れ
を
望
ん
だ
か
の
面
に
お
い
て
も
こ
の
本
人
の
効
果
形
成
意
思
の
内
容
に
よ
っ
て

決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
、
本
人
の
効
果
形
成
意
思
は
本
人
と
代
理
人
間
の
内
部
関
係
に
お
け
る
目
的
設
定
、
指
図
、
義
務
づ

け
と
切
り
離
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
す
る
伊
藤
進
教
授
の
指
摘
も
あ
る
。
伊
藤
・
前
掲
注(

�)

二
〇
九
頁
以
下
。
筆
者
も
本
文

で
述
べ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
高
橋
博
士
の
見
解
に
は
従
え
な
い
。

(

�)

伊
藤
・
前
掲
注(

�)

二
〇
九
頁
以
下
。

(

�)

佐
久
間
・
前
掲
注(

�)

四
二
頁
以
下
。

(

�)

前
掲
注(

�)
で
紹
介
し
た
表
見
代
理
説
を
参
照
。

(

�)

日
本
法
に
お
け
る
従
来
の
権
利
濫
用
・
信
義
則
説
の
な
か
で
は
、
相
手
方
の
「
権
利
行
使
（
履
行
請
求)

」
を
権
利
濫
用
・
信
義
則
違

反
と
し
て
否
定
す
る
論
者
が
多
い
（
前
掲
注(

�)

参
照)

。
し
か
し
、
本
文
に
述
べ
た
と
こ
ろ
か
ら
す
れ
ば
、
権
利
濫
用
・
信
義
則
違
反
に

あ
た
る
と
評
価
さ
れ
る
直
接
の
対
象
は
、
厳
密
に
は
、
代
理
権
濫
用
行
為
が
本
人
に
効
果
帰
属
す
る
と
相
手
方
が
主
張
す
る
こ
と
で
あ
る
。

相
手
方
の
権
利
行
使
（
履
行
請
求
）
が
否
定
さ
れ
る
の
は
、
当
該
代
理
行
為
が
本
人
に
効
果
帰
属
す
る
と
主
張
で
き
な
い
こ
と
の
結
果
と
み

る
べ
き
で
あ
る
。

(

	)

日
本
法
に
お
い
て
も
こ
の
基
準
を
主
張
す
る
見
解
が
あ
る
。
石
原
全
「
支
配
人
の
権
限
濫
用
に
つ
い
て
」
一
論
九
五
巻
二
号
一
三
八
頁

以
下
（
一
九
八
六
年)

。
な
お
石
原
教
授
は
、
本
人
保
護
の
法
律
構
成
と
し
て
商
法
三
八
条
三
項
（
現
行
商
法
二
一
条
三
項
）
の
類
推
適
用

を
主
張
さ
れ
る
。

(


)

た
と
え
ば
、F
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a.a.O
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n
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S
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e
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l-L
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tie

n
,

a.a.O
.(

F
n
.6

0)
,
�

1
7

7
,

R
n
.1

8
.

(

�)

相
手
方
の
履
行
請
求
に
対
し
て
、
本
人
が
代
理
人
の
権
限
濫
用
の
事
実
と
こ
れ
に
つ
い
て
の
相
手
方
の
悪
意
ま
た
は
善
意
重
過
失
を
立

証
し
、
履
行
を
拒
絶
し
た
場
合
、
相
手
方
は
こ
の
特
別
事
情
を
再
抗
弁
と
し
て
主
張
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

(

�)

平
山
・
前
掲
注(


)

三
五
六
頁
。

(

�)

た
だ
し
、
監
督
懈
怠
の
事
実
が
相
手
方
に
知
ら
れ
、
そ
の
結
果
、
本
人
が
当
該
権
限
濫
用
行
為
を
是
認
し
て
い
る
よ
う
な
外
観
が
生
じ

た
と
き
は
、
相
手
方
の
履
行
請
求
を
認
め
得
る
。
そ
う
し
た
外
観
が
あ
れ
ば
、
相
手
方
は
代
理
行
為
の
効
果
帰
属
を
信
頼
し
、
そ
の
悪
意
ま

代理権濫用における本人保護の法的構造（三・完）
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た
は
重
過
失
が
否
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
法
で
こ
の
点
を
指
摘
す
る
見
解
と
し
て
、�

�
�
��
��

���T
h

ie
le

,
a.a.O

.
(

F
n
.6

0)
,
	

1
6

4
,

R
n
.1

2
2
.

(
�)

最
判
平
成
一
八
年
二
月
二
三
日
民
集
六
〇
巻
二
号
五
四
六
頁
。

(
�)
た
だ
し
、
本
人
の
監
督
懈
怠
と
い
っ
て
も
、
そ
の
程
度
は
一
様
で
は
な
か
ろ
う
。
本
文
で
述
べ
た
よ
う
に
、
本
人
が
代
理
人
に
よ
る
権

限
濫
用
を
知
り
な
が
ら
放
置
し
て
い
た
よ
う
な
場
合
は
、
悪
意
ま
た
は
善
意
重
過
失
の
相
手
方
か
ら
の
履
行
請
求
を
完
全
に
認
め
て
よ
い
。

(

�)

日
本
法
に
お
い
て
こ
の
見
解
を
支
持
す
る
論
者
と
し
て
、
青
野
・
前
掲
注(

�)

四
一
頁
。
ド
イ
ツ
法
で
こ
の
見
解
を
支
持
す
る
論
者
と

し
て
、K

.
S

ch
m

id
t,

a.a.O
.
(

F
n
.6

0)
,

S
.3

4
8

f;
Jo

h
n
,

a.a.O
.
(

F
n
.6

0)
,

S
.3

6
3

f;
S

tau
d

in
g

e
r-D

ilch
e

r,
a.a.O

.
(

F
n
.6

0)
,
	

1
6

7
,

R
n
.

1
0

4
;

S
o
e

rg
e

l-L
e

p
tie

n
,

a.a.O
.(

F
n
.6

0)
,
	

1
7

7
,

R
n
.1

9
;

B
am

b
e

rg
e

r-R
o

th
-H

ab
e

rm
e

ie
r,

a.a.O
.(

F
n
.

6
0)

,
	

1
6

7
,

R
n
.5

2
.

(

�)

平
山
・
前
掲
注(
�)
三
五
四
頁
以
下
。

(

�)

相
手
方
が
効
果
帰
属
の
主
張
を
否
定
さ
れ
る
の
は
、
悪
意
ま
た
は
重
過
失
が
あ
る
場
合
だ
け
だ
か
ら
、
相
手
方
の
善
意
無
過
失
を
要
件

に
無
権
代
理
人
の
責
任
を
認
め
る
民
法
一
一
七
条
に
つ
い
て
は
、
そ
の
類
推
適
用
の
可
否
を
論
じ
る
実
益
が
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
本
人

の
追
認
を
定
め
る
民
法
一
一
三
条
、
相
手
方
の
催
告
権
を
定
め
る
民
法
一
一
四
条
、
相
手
方
の
取
消
権
を
定
め
る
民
法
一
一
五
条
に
つ
い
て

は
、
そ
の
類
推
適
用
の
可
否
を
論
じ
る
こ
と
に
実
益
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

(

�)

四
宮
・
前
掲
注(

	)

二
四
一
頁
、
須
永
・
前
掲
注(


)

二
四
〇
頁
。
こ
の
見
解
は
、「
債
権
法
改
正
の
基
本
方
針
」
に
お
い
て
提
案
さ

れ
た
条
文
の
内
容
に
も
影
響
し
て
い
る
。
民
法
（
債
権
法
）
改
正
検
討
委
員
会
・
前
掲
注(

�)

二
四
四
頁
。

�訂
正


阪
大
法
学
六
一
巻
二
号
二
〇
二
頁
四
行
目
「
相
手
方
の
背
任
的
意
図
」
を
「
代
理
人
の
背
任
的
意
図
」
と
、
二
一
二
頁
六
行
目
「
知

り
得
な
か
っ
た
は
ず
」
を
「
知
り
得
た
は
ず
」
と
、
訂
正
す
る
。

脱
稿
後
、
平
山
也
寸
志
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
代
理
権
濫
用
と
過
失
相
殺
的
処
理
に
関
す
る
判
例
の
概
観
（
２
）

代
理
権
濫
用
と
過
失
相
殺

的
処
理
再
論
序
説

」
下
関
五
五
巻
二
号
一
三
頁
以
下
（
二
〇
一
一
年)

、
に
接
し
た
。

論 説


